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  研究所の概要 

 

Smart System Laboratoryは、ソフトウェアとハードウェアを      

組み合わせ、人や環境を的確にセンシングするとともに、データ 

の分析・学習により効果的なシステムやサービスを実現します。 

多くのシステムやサービスは人や環境を対象に実現されていま 

す。本研究所では、まず、人や環境からデータを抽出するための 

様々なセンシング技術を実現します。ハードウェア技術により必 

要なセンサーは独自に開発し、ソフトウェア技術により処理を行います。次に、センサーにより集

めたデータを、機械学習をはじめとした各種学習手法を用いて、人の振る舞いの認識や、環境の認

識を行います。最後に、こうした 2 つの技術的な手法にデザイン思考を組み合わせ、プロトタイピ

ングを繰り返しながら、IoTや AIをはじめ、AR・VR、情報視覚化、遠隔コミュニケーション、ロ

ボットやメディアアートなど実践的なサービスやシステムの実現につなげていきます。 

 

 

 

  令和３年度の実施項目  

 

令和 3 度以降は、研究員のコラボレーションを積極的に行いながら、ソフトウェアとハードウェ

アを連携させたシステムを構築するとともに、引き続き学会等で研究成果をアピールしていきたい。 

 

 

  令和２年度の研究活動内容及び成果  

 

令和 2 年度の研究成果としては、ネットワークコミュニケーション、IoT や、ロボットに関連す

るシステムの研究開発を進めた。初年度であることに加え、コロナ禍の影響もあり、研究員それぞ

れの活動が中心となった。研究成果リストを添付する。 
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研究成果 4: OmniLupe: スマートフォンと全天球カメラの映像を融合させ, フォーカス部分を高解

像度にする手法. 
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